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教育目標及び教育方針，特色ある取組等 

 

１ 基本理念 『 習得・活用・探究，信頼・共感・自立 』 

 

２ 教育目標 『 ふるさと宝立の自然や人に学び，たくましく生き抜く子の育成 』 

 

３ めざす児童生徒像 

 〇確かな学力を身に付けた子（ 知 ） 

  ・ふるさと珠洲科で聴き手を納得させるプレゼンテーション力を身に付けている。 

  ・活用・探究するための見方・考え方を身に付けている。 

  ・相手の話を共感的に理解し、考え深められる傾聴力・対話力を身に付けている。 

  ・教科書や資料を読み、理解できる読解力を身に付けている。 

  ・チャイムスタート，聴き方・話し方名人等の学習規律やルールに沿って行動できる。 

 〇思いやりがあり心豊かな子（ 徳 ） 

  ・自分から気持ちのよい挨拶をすることができる。 

  ・他者を共感的・肯定的に理解し、関わることができる。 

  ・授業や行事の中で思いやり・助け合い・絆づくりの心をもって関わることができる。 

  ・自問清掃の中で我慢・集中・親切・発見・感謝・正直の心をもって取り組むことができる。 

 〇健康・安全を育み守る子 （体・食） 

  ・生活のリズムを守ることができる。 

  ・体力づくりに進んで取り組むことができる。 

 

４ 児童生徒との約束  

 

 

５ 本年度の指導事項  
（１）学習指導 よく考え，確かな学力を身につけた子の育成 

   ①活用・探究するための見方・考え方を働かせる場を授業で設定する。 

   ②傾聴や対話・討論により向上的に考えを変容させる授業を実践する。 
   ③授業の中で教科書や資料を読み、理解できる読解力の育成を図る。 

   ④よりよく学ぶための基礎・基本としての学習規律の定着を図る。 

   ⑤自主的、計画的な家庭学習の習慣化を図る。 

（２）生徒指導 思いやりのある，豊かな心をもった子の育成 
   ①自己有用感を育むピアサポートによる集会・行事・体験活動の充実を図る。 

   ②振り返りを生かした自問清掃の取組，学びを生かして挑戦する場の充実を図る。 

   ③他者を共感的・肯定的に理解し、尊重できる見方・考え方を育む道徳・特別支援教育の充実を図る。 

（３）健康・安全 たくましい体力と気力をもった子の育成 

   ①望ましい生活習慣・食習慣の確立を図る。 

   ②体育の授業や「体力アップ１校１プラン」の充実に努める。 
   ③安全計画の見直しと訓練を含めた安全教育を推進する。 

（４）地域連携 ふるさとを愛する心をもった子の育成 

   ①ＰＴＡや保育所，他義務教育学校・小学校・中学校・高校との連携を深める。 
   ②コミュニティスクールに向けて、地域の関係機関・人々との連携を深める。 

 
あ 挨拶・朝ご飯  い 命・いじめゼロ  ど 努力  る ルール （プラス）下足 
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（５）信頼される学校 プロ意識と使命感を持ち，信頼される教師集団 

   ①若プロ等，校内研修の充実と個々の指導力の向上をめざす。 

   ②学力向上ロードマップとプラン、指導案検討と模擬授業による授業改善と授業力向上を図る。 

   ③互いに助け合う共助とベテランと若手が互いに育つ共育を進める。 

   ④働き方改革の理念を念頭に置き，業務改善に努める。 
 
６ 日課等 
 ・勤務時間 ８：１５～１６：４５（授業 ８：３５～１５：４０） 
・１単位時間は，前期が４５分，後期が５０分。チャイムは始業時のみ。 

 ・始業前の活動 ８：１５～８：２５（８：３０） 
（例）職員朝礼は月曜朝のみ。  

 （例）ブロック集会，小中集会及び全校集会を月１回，水曜朝に実施。 
（例）他の曜日に 朝読書，言葉のスケッチ等 
 

７ 特色ある取組等 ※児童生徒を「育てるしかけ」＆児童生徒が「育つしくみ」 
 
義務教育学校・・・学校教育法改正により義務教育学校に移行。それまでは平成２４
年度より小中一貫教育（「施設一体型」「校長１人」「４・３・２制」「英語科前倒し」）
を実施。 

  
４・３・２制・・・１～４年を前期，５～７年を中期，８・９年を後期ブロックとす
る４・３・２制を実施。 

  
ブロック集会・・・月に１回，金曜の朝，始業前に実施。児童生徒に企画・運営させ
ることで，仲間意識，リーダー学年のリーダー性を育成する。 

  
小中集会・・・６年生に小学生リーダーとしての意識をもたせるため，ブロック集会
とは別に実施。６年生には，司会等の役割を担わせている。 

  
 全校集会・・・月１回。内容は，校歌斉唱と校長講話。 
  
小中委員会及び児童生徒総会・・・委員会は月１回，小中合同で行う。年度始め，１
年生から９年生まで全員が出席して，総会を行う。 

  
交流スペース・・・児童生徒同士の自然な触れ合いを育むスペースとして設定。 

  
乗り入れ授業・・・後期課程（中）教員が前期課程（小）の授業に出ることで， 
授業改善や児童生徒理解等を効果的に行うことができる。 

（例）２・５・６年体育，４年音楽，２・４～６年図工 
 
ふるさと珠洲科・・・教科としての申請はしていない。総合的な学習の時間等の系統
的取組を実施。ふるさと珠洲（宝立町）の自然や文化・歴史等に触れ，調べ，まと
め，発表することで，児童生徒の表現力等を育む。  

 
自問清掃・・・清掃を通して，自らの心に問い掛け，自らを人として成長させる時間
として実施。最初の５分間は静かに瞑想し，自問する。清掃が始まると一切私語を
せず，教師からの指示もない。教師自らも自問清掃に臨む。 

  
 図書館教育・・・学校図書館の充実，読書活動の充実に取り組む。  
 
 自校給食・・・地元の食材を数多く使用（地産地消）。※本年度より宝立共同調理場配送校 
 



◇児童生徒数及び学級編制（９学級７１名）          〔５月１日現在〕 

 １年 ２年 ３年 ４年 ５年 ６年 みつけ ７年 ８年 ９年 計 

男子 １ ８ ２ １０ ３ ２ １ ４ ４ ３ ３８ 

女子 ３ ７ １ ４ ４ ３ １ ６ ３ １ ３３ 

計 
４ １５ ３ １４ １２ ２ １０ ７ ４ 

７１ 
（前期課程）５０ （後期課程）２１ 

      ※5・6 年生は複式学級（1学級） 

◇児童生徒数の推移 

 元年度 ８年度 ２４年度 ２９年度 ３０年度 Ｒ１年度 Ｒ2 年度 

宝立小 ２８５人 １７５人 ６９人 （前）５１人 （前）５１人 （前）５１人 （前）５８人 

宝立中 ２０２人 １２３人 ４９人 （後）３１人 （後）３２人 （後）２５人 （後）２３人 

計 （４８７人） （２９８人） （１１８人） （８２人） （８３人） （７６人） （８１人） 

珠洲市 ３千人 ２千人 ９５０人 ７１０人 ６６３人 ６３５人 ６２９人 

 

◇教職員（県費教職員２１名，市費職員７名） 

 前期（小） 後期（中）  前期（小） 後期（中） 

校  長 １ （教務主任） （１） （１） 

教  頭 １ １ （研究主任） （１） （１） 

教  諭 ６ ７ （生徒指導） （１） （１） 

講  師 ２ １ （保健主事） （１） ― 

養護教諭 １ （特支コーディネーター） （１） （１） 

事務主査 １ （道徳教育推進教師） （１） （１） 

栄養教諭 １ ＡＬＴ １※ １※ 

特教支援員 １＊ 学校司書 １※ 

主任校務員 １＊ スクールカウンセラー １※ 

調 理 師 ４＊   

校務支援員 １＊   

  ＊は市費職員    ※は教委籍 

 

 
 

 
 

みつけじま 
                         珠洲市のシンボル 見附島    
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